
令和６年度一般会計予算

第1回定例会

一般質問

あの答弁はどうなった！

町民の声

4月4日、41人の新1年生が南部小学校に入学しました。当日は晴天に恵まれ、緊張した面持ちの1年生が
6年生に手を引かれて入場しました。お祝いの言葉に、元気に「ありがとうございます！」とこたえる姿
が大変ほほえましく、笑顔あふれる式となりました。
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ご入学
　おめでとう
　　ございます！

議会だより

No.201
令和６年５月1日発行

自治体と地域住民をつなぐアプリ「マチイロ」に『あぐい議会だより』を掲載しています。

タイトル文字：社会福祉法人相和福祉会 パスピ・98提供



令和6年度　特別会計・企業会計予算

歳入
106億9,200万円

歳出
106億9,200万円

消防費 4.3%消防費 4.3%
その他 2.1%その他 2.1%

民生費 
39.7%
42億4,961万円

民生費 
39.7%
42億4,961万円

衛生費
8.7%
衛生費
8.7%

総務費
11.4%

12億2,388万円

総務費
11.4%

12億2,388万円
教育費
15.8%

16億9,006万円

教育費
15.8%

16億9,006万円

農林水産業費 2%農林水産業費 2%

公債費
7.7%
公債費
7.7%

土木費
8.3%
土木費
8.3%

地方消費税交付金 6.1%地方消費税交付金 6.1%
諸収入 3.9%諸収入 3.9%

繰入金
10.4%
繰入金
10.4%

その他
8.1%
その他
8.1%

県支出金
7.6%

県支出金
7.6%

国庫支出金
11.2%

11億9,470万円

国庫支出金
11.2%

11億9,470万円

地方交付税
14.4%

15億4,000万円

地方交付税
14.4%

15億4,000万円

町税
38.3%
40億9,539万円

町税
38.3%
40億9,539万円

可決
全会一致夢ある未来への

　　 まちづくり実現へ
夢ある未来への
　　 まちづくり実現へ

106億9,200万円

国民健康保険
介 護 保 険
後期高齢者医療
上 水 道 事 業
下 水 道 事 業

23億9,493万4千円
22億1,784万2千円
5億1,993万9千円
10億5,736万8千円
8億3,698万5千円

5.2%　減
4.1%　増
16.1%　増
12.6%　増
1.9%　減

区 分 予 算 額 前年比

令和6年度　一般会計予算

過去
最大
過去
最大

前年比 3.8％
／３億8,700万円増
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主な施策主な施策
（新規・

強化案件
）

（新規・
強化案件

）

令和６年
度　一般

会計
令和６年

度　一般
会計

夢あ
る未来への

まち
づくり

自然と調和した心地よさ
①阿久比駅周辺の整備

②阿久比駅東側の整備

③新半田病院暫定道路の整備

具体的な事業手法の検討　912万円

アクセス道路の設計等委託 4,025万円

道路改良工事（半田市との共同負担）　町負担額2,150万円　

①学校関係

②小・中学校の環境改善

③社会教育

GIGAスクール構想推進　　　　3,476万円

空調機設置、防火シャッター改修、
ガラスフィルム設置等　　　　  1億513万円

阿久比スポーツ村の整備　　　2億563万円

①企業立地推進

②農業振興施策

③勤労福祉センター

調査業務と概略整備計画
の実施 827万円

農道補修工事 1,300万円

施設の長寿命化の計画策定
 791万円

①自治体DX推進

②コミュニティ活動推進

③阿久比の魅力を発信

システム導入委託料、
庁舎内Wi-Fi化  6,957万円

地区集会施設への改修費
助成 182万円

情報発信ブックやイベント
の開催 449万円

①環境保全対策

②カーボンニュートラル
　対策

③消防団活動

浄化槽設置補助 446万円

家庭用蓄電池・宅配バッグ
補助 360万円

県大会参加と
団の啓もうと再編 482万円

①重層的支援体制整備

②高齢者施策・補助

③予防接種事業

 8,409万円

タクシー券 1,191万円

帯状疱疹他17項目の
予防接種 1億56万円

※1

※1 重層的支援体制

01

豊かな自然と共生
する安全・安心02

ともに生きる
健康・福祉03

ひとが輝く教育・文化のまち04

未来へつなぐ
産業のまち

05

みんなの思いが
カタチを成す06

既存の相談支援等
の取組みを活かし
つつ、地域住民の
複雑化・複合化し
た支援ニーズに対
応する包括的な支
援体制のこと。
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アグピー家の家計簿
収入項目

（代表する歳入項目）

基本給与

パート収入

貯金の引出し

昨年の繰越し

親からの援助

親からの特別援助

銀行からの借入れ

友人からのご祝儀

（町税）

（諸収入）

（繰入金）

（繰越金）

（地方交付税）

（国庫支出金）

（町債）

（寄附金）

食費

医療費

水道光熱費、日用品の購入

学費などの仕送り

家の増改築

家電・車・家の補修

投資

ローン返済

貯金など

（人件費）

（扶助費）

（物件費）

（補助費・繰出金）

（建設事業費、災害復旧費）

（維持補修費）

（投資・出資・貸付金）

（公債費）

（積立金）

170
28
47
3

106
83
6
2

445

170

30

36

3

98

76

15

1

429

令和6年度
（万円） 前年増

減
支出項目

（代表する歳出項目）
令和6年度
（万円） 前年増

減

77
93
90
100
39
3
6
35
2

445

74

88

86

94

39

3

7

36

2

429

合 計

令和６年予算

（万円）

合 計（万円）

まちの家計簿

予算を読み砕いて、まちの財政に関心を持とう予算を読み砕いて、まちの財政に関心を持とう 令和6年度
一般会計予算

「夢あるまちづくり」につなぐ、もの言う町民になろう！「夢あるまちづくり」につなぐ、もの言う町民になろう！

一般会計の予算額を、
１年間の家計（年収445万円）に

置き換えてみました

一般会計の予算額を、
１年間の家計（年収445万円）に

置き換えてみました

何が読めるかな？

  　 　親からの
援助をもっとたくさん
　もらわないと！

　基本給与が全体の
38％だけど、もっと自力で
　稼げるといいね？ 
　　どうしたらいいの？

　　食費、医療費、
　　水道・光熱費と学費に、
予算の80％も費やしていて、
家の補修や貯金が少なくて
　　将来大丈夫かな？

　　　　これからの
　少子高齢化で医療費が
まだまだ増えてくるんだろうね！
　　　　　心配だわ。
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ぐーさん

ぐーさん

ぐーさん

あーさん

ぐーさん

ぐーさん

ぐーさん

あーさん

あーさん

あーさん

あーさん

あーさん

あーさん
ぐーさんの

質問コーナー

３月議会では、令和６年度１年間の予算が決まったんだね。

町の収入にはどんなものがあるの？

うん、予算は「行政の設計書」と言われるくらい
重要なもので、議員は、分厚い予算書とにらめっ
こして審議に臨んでるんだって。

そっか～。じゃあ支出の方は…歳出？

正解！

あっそれは確か、条例の改正にもあったよね。

そうそう、今回の議案第９号だね。他にも条例改正
の多くは予算とリンクしているから、探してみると
阿久比町政マスターになれるかも !?

新しい事業もあるの？

子育て世代のあーさんが興味ありそうなものだと、
さるこ公園の遊具設置、六反田公園のフェンス改修
など…あとは、高校生年代の病院にかかるお金！
10月からは入院だけでなく通院分も助成されるよ。

国、県から調達する財源や補助金など、私たちが
直接町に納める税金以外にも収入源はいろいろ
あって、全部まとめて歳入っていうんだ。

やっぱり、歳出の方が気になっちゃう。

金額の大きなものでは、阿久比スポーツ村の
整備事業や、新半田病院の建設に合わせて行
われる道路改良事業かな。

　このコーナーは、皆様に「議会だよりを気軽に、わかりやすく読んでいただきたい」と
いう願いから生まれたコーナーです。
　議会で決まった内容から困った時のお役立ち情報も掲載するので是非ご覧下さい。
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報告は賛否を採らない。

報告は賛否を採らない。
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○：賛成　×：反対　－：議長（議長は採決には加わりません）
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各議員はこう判断！各議員はこう判断！ 審議議案と議員の 否
令和6年 第1回定例会 会期：３月５日～22日 議案／条例等17件、補正予算5件、当初予算6件、

同意3件、議員提出1件、報告2件

賛

阿久比町行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報
の提供に関する条例の一部改正について
阿久比町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及
び阿久比町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
阿久比町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関す
る条例の一部改正について

阿久比町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部
改正について

専決処分の報告について（空調設備機器改修工事に係る変更契約
について）

職員の人権も福祉の対象者の人権も守るために、国に対して介護報酬と障害福祉サービス等報酬の引き上げと職員配
置基準改善の意見書提出を求める陳情
安全安心な保育を守り、職員が働き続けられる保育職場とするために、最低基準としての保育士配置基準を引き上げ、
公定価格を抜本的に改善する意見書提出を求める陳情

昭和天皇の崩御に伴う職員の懲戒免除及び職員の賠償責任に基
づく債務の免除に関する条例の廃止について

阿久比町特別職の職員の給与及び旅費並びにその支給方法に関
する条例の一部改正について

令和5年度阿久比町一般会計補正予算（第9号）

阿久比町特別職報酬等審議会条例の一部改正について

阿久比町国民健康保険税条例の一部改正について
阿久比町立保育所設置及び管理条例の一部改正について
阿久比町子ども医療費支給条例の一部改正について
阿久比町在宅障害者手当支給条例の一部改正について
阿久比町介護保険条例の一部改正について

阿久比町水道事業給水条例の一部改正について
阿久比町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について

阿久比町立障害者福祉施設の管理に係る指定管理者の指定について
阿久比町立老人憩の家の管理に係る指定管理者の指定について
阿久比町道路線の認定及び廃止について
令和5年度阿久比町一般会計補正予算（第10号）
令和5年度阿久比町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
令和5年度阿久比町介護保険特別会計補正予算（第3号）
令和5年度阿久比町下水道事業会計補正予算（第2号）
令和6年度阿久比町一般会計予算
令和6年度阿久比町国民健康保険特別会計予算
令和6年度阿久比町介護保険特別会計予算
令和6年度阿久比町後期高齢者医療特別会計予算
令和6年度阿久比町水道事業会計予算
令和6年度阿久比町下水道事業会計予算
農業委員会の委員の任命について
固定資産評価審査委員会委員の選任について
固定資産評価審査委員会委員の選任について

阿久比町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定につ
いて

専決処分の報告について（和解及び損害賠償について）
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人
取
り
残
さ
な

い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
〜
」
か
ら
は

程
遠
い
と
考
え
る
た
め
反
対
す
る
。

　
住
民
の
生
活
を
圧
迫
す
る
よ
う
な
、
大
幅

な
増
税
で
あ
る
。
加
入
世
帯
の
う
ち
、
無

職
・
低
所
得
世
帯
が
多
く
を
占
め
「
も
う
払

え
な
い
」
と
い
う
声
が
す
で
に
あ
が
っ
て
い

る
中
で
、
支
払
い
能
力
を
こ
え
る
よ
う
な
更

な
る
増
税
で
は
憲
法
第
25
条
に
あ
る
全
て
の

国
民
の
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
を
営
む
権
利
」
を
侵
害
し
か
ね
な
い
。
滞

納
者
が
増
え
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
反

対
す
る
。

　
今
回
の
改
定
で
、
基
準
額
は
月
々
４
７
８

０
円
か
ら
４
９
９
０
円
に
２
１
０
円
の
引
き

上
げ
と
な
り
、
そ
の
こ
と
自
体
は
賛
同
で
き

か
ね
る
が
、
介
護
保
険
準
備
金
の
６
割
近
く

を
取
り
崩
す
こ
と
で
、
近
隣
市
町
と
比
較
し

て
も
、
そ
の
上
昇
幅
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
決
断
を
大
い
に
評
価
し
、
３
年
間
で

し
っ
か
り
使
い
切
る
こ
と
に
も
期
待
し
て
賛

成
す
る
。

　
「
平
和
の
ま
ち
宣
言
」
に
関
連
し
た
新
規

事
業
が
な
い
こ
と
は
非
常
に
残
念
だ
が
、
賛

成
理
由
の
一
つ
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
社

会
的
弱
者
と
い
わ
れ
る
方
へ
の
合
理
的
配
慮

の
提
供
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
、
二

つ
は
、
子
育
て
・
教
育
分
野
に
住
民
の
声
が

届
き
始
め
て
い
る
こ
と
、
三
つ
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
方
針
の
多
様
化
と
ホ
タ
ル
（
自
然
）

保
護
の
観
点
。
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
町
政
へ
の
変

化
の
兆
し
を
感
じ
ら
れ
る
た
め
賛
成
す
る
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
「
夢
あ
る
未
来
へ
の
ま

ち
づ
く
り
」
に
主
眼
を
置
き
、
施
政
方
針
で

述
べ
ら
れ
た
と
お
り
、
子
育
て
支
援
・
教
育

議
案
第
２
号

阿
久
比
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

関
す
る
条
例
の一部
改
正
に
つ
い
て

可決
議
案
第
７
号

阿
久
比
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の一

部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
24
号

令
和
６
年
度
阿
久
比
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算

可決

議
案
第
11
号

阿
久
比
町
介
護
保
険
条
例
の一部
改
正

に
つ
い
て

議
案
第
25
号

令
和
６
年
度
阿
久
比
町
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算

可決

新
美
加
寿
奈 

議
員

反
対
討
論

新
美
加
寿
奈 

議
員

反
対
討
論

第１回定例会  主な議決内容

新
美
加
寿
奈 

議
員

賛
成
討
論

議
案
第
23
号

令
和
６
年
度
阿
久
比
町一般
会
計
予
算

可決

新
美
加
寿
奈 

議
員

賛
成
討
論

議
案
第
26
号

令
和
６
年
度
阿
久
比
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算

可決

廣
瀬
　
　
実 

議
員

賛
成
討
論

鈴
村
　
算
久 

議
員

賛
成
討
論

同意 農業委員会の委員の任命 新 美 浩 和  氏　（坂　部）
にい み かずひろ

長 坂 雅 夫  氏　（白　沢）
なが さか まさ お

同意 固定資産評価
審査委員会委員の選任

（新任）

（再任）森 　 英 夫  氏　（草　木）
もり ひで お

分
野
・
災
害
対
策
・
防
犯
対
策
・
観
光
資

源
・
阿
久
比
駅
周
辺
整
備
等
阿
久
比
町
の
未

来
を
見
据
え
喫
緊
の
課
題
に
も
対
応
し
、
限

ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
・
効
率
的
に
配
分
さ

れ
、
将
来
に
備
え
た
予
算
編
成
で
あ
る
と
評

価
す
る
。

　
町
制
70
周
年
記
念
事
業
の
成
功
を
基
に
、

新
年
度
は
「
夢
あ
る
未
来
へ
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、
総
額
１
０
６
億

９
千
２
０
０
万
円
の
過
去
最
大
の
予
算
で
あ

る
。
　
そ
の
内
容
は
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
、
重
層

的
支
援
体
制
整
備
推
進
、
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
、
阿
久
比
駅
東
側
の
新
た
な
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
、
学
校
環
境
改
善
や
施
設
の
防
災

機
能
の
強
化
、
阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
の
整
備

な
ど
が
う
ま
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
配
分
し
て
未

来
を
見
据
え
た
予
算
で
あ
る
の
で
賛
成
す

る
。

　
令
和
６
年
度
の
加
入
者
数
４
５
１
２
人
に

対
し
て
、
２
割
、
５
割
、
７
割
の
各
種
軽
減

措
置
を
受
け
る
方
の
合
計
は
２
６
５
４
人

と
、
６
割
近
く
の
人
が
正
規
の
金
額
を
払
え

な
い
で
い
る
。

　
ま
た
、
現
役
世
代
の
負
担
も
大
き
く
、
保

険
料
を
納
め
る
主
体
と
、
医
療
費
を
使
う
主

体
が
分
離
し
て
い
る
と
い
う
課
題
も
残
さ
れ

て
お
り
、
制
度
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
た
め

反
対
す
る
。

新
美
加
寿
奈 

議
員

反
対
討
論
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総務
建設

文教
厚生

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

３
月
14
日
に
総
務
建
設
委
員
会
を
、
18
日
に
文
教
厚
生
委
員
会
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

　
　
道
路
草
刈
り
工
事
費

の
予
算
に
対
し
て
減
額
が

大
き
い
理
由
は
。

　
　
指
名
競
争
入
札
の
結

果
、
落
札
率
が
60
％
と
な

っ
た
た
め
。

　
来
年
度
は
、
地
区
の
要

望
も
含
め
施
工
箇
所
を
増

や
す
検
討
を
す
る
。

　
　
下
水
道
既
設
管
内
調

査
業
務
委
託
料
の
減
額
は
、

17
㎞
分
の
調
査
入
札
執
行

残
な
の
か
、
管
路
調
査
が

短
く
な
っ
た
の
か
。

　
　
落
札
率
が
低
か
っ
た

た
め
で
管
路
調
査
は
予
定

ど
お
り
実
施
し
て
い
る
。

　
　
県
と
の
総
合
防
災
訓

練
は
、
ど
の
よ
う
な
過
程

で
中
身
を
決
定
し
て
い
く

か
。
　
　

３
月
に
総
合
会
議
、

４
月
に
県
と
町
で
訓
練
の

詳
細
決
定
、
６
月
会
場
配

置
等
の
詳
細
決
定
、
こ
れ

以
後
各
種
団
体
に
訓
練
概

要
を
説
明
し
調
整
や
事
前

訓
練
を
実
施
す
る
。

　
　
地
区
防
災
会
も
先
の

説
明
に
準
じ
る
か
。

　
　
訓
練
計
画
が
ま
と
ま

る
４
月
以
後
に
町
か
ら
説

明
し
て
参
加
を
依
頼
す
る
。

　
　
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

対
策
で
、
置
き
配
袋
の
購

入
補
助
が
あ
る
。
ど
れ
ほ

ど
の
効
果
が
あ
る
か
。

　
　

他
市
の
実
証
実
験

（
約
７
０
０
世
帯
調
査
）で
、

再
配
達
が
７
割
減
少
し
た
。

Ｃ
Ｏ
２
を
５
２
８
㎏
削
減

で
き
た
。（
12
万
世
帯
の

一
年
分
に
換
算
）

　
　
阿
久
比
灯
籠
ま
つ
り

の
開
催
場
所
、
方
法
は
決

ま
っ
た
の
か
。

　
　
実
行
委
員
会
を
５
月

以
降
に
開
催
し
て
決
定
す

る
。

　
　
耐
震
化
率
と
耐
震
化

を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
予
定
か
。

　
　
令
和
４
年
度
で
耐
震

化
率
は
30
・
64
％
。
現
在
、

八
ケ
谷
配
水
場
か
ら
役
場

ま
で
の
基
幹
管
路
を
順
次

耐
震
化
し
て
い
る
。
数
年

か
か
る
予
定
。

（
副
委
員
長  

鈴
村 

算
久
）

答 問問

問答問答 答

問答 問答 答

問

議
案
第
19
号

令
和
５
年
度
阿
久
比
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

議
案
第
22
号

令
和
５
年
度
阿
久
比
町

下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

議
案
第
23
号

令
和
６
年
度
阿
久
比
町

一
般
会
計
予
算

議
案
第
27
号

令
和
６
年
度
阿
久
比
町

水
道
事
業
会
計
予
算

　
　
廃
園
に
な
る
２
つ
の

保
育
園
の
そ
の
後
の
予
定

は
。
　
　
具
体
的
に
は
決
ま
っ

て
い
な
い
が
、

あ
ざ字
と
の
話

し
合
い
や
、
普
通
財
産
と

し
て
考
え
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

　
　
高
校
生
等
の
医
療
費

が
無
償
と
な
る
と
あ
る
が

具
体
的
な
対
象
範
囲
は
。

　
　
18
歳
に
達
す
る
日
以

降
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
者
と
し
て
お
り
、
年
齢

の
み
を
規
定
。
学
生
で
な

く
て
も
、
働
い
て
自
ら
医

療
保
険
の
被
保
険
者
に
つ

い
て
も
対
象
と
な
る
。

　
　
小
学
校
、
中
学
校
そ

れ
ぞ
れ
学
校
医
の
報
償
費

が
減
額
に
な
っ
て
い
る
理

由
は
。

　
　
当
初
予
算
時
に
学
校

医
と
養
護
教
諭
部
会
の
意

見
が
届
い
て
い
な
か
っ
た

の
と
、
知
多
半
島
内
の
他

市
町
の
検
査
状
況
を
参
考

に
し
た
。

　
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

助
成
の
２
種
類
ワ
ク
チ
ン

そ
れ
ぞ
れ
助
成
金
は
い
く

ら
か
。
ま
た
、
過
去
に
自

費
で
接
種
し
た
人
も
対
象

に
な
る
の
か
。

　
　
水
痘
ワ
ク
チ
ン
は
１

回
２
０
０
０
円
。
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
は
５
０
０
０

円
を
２
回
。
制
度
の
開
始

後
接
種
し
た
人
が
対
象
に

な
る
。

（
副
委
員
長  

廣
瀬　
実
）

答答 問問

問答

問答 答

議
案
第
８
号

阿
久
比
町
立
保
育
所
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一

部
改
正

議
案
第
９
号

阿
久
比
町
子
ど
も
医
療

費
支
給
条
例
の
一
部
改

正

議
案
第
19
号

令
和
５
年
度
阿
久
比
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

議
案
第
23
号

令
和
６
年
度
阿
久
比
町

一
般
会
計
予
算
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場　所

大字卯坂字東新畑

大字阿久比字高川

５

１

２

０

認定
路線数

廃止
路線数

　

英
保
育
園
は
昭
和
45

年
・
北
原
保
育
園
は
昭
和

48
年
建
築
で
、
平
成
25
年

か
ら
休
園
状
態
に
な
っ
て

い
る
。
今
定
例
会
に
お
い

て
廃
園
と
す
る
条
例
改
正

が
上
程
さ
れ
た
の
に
伴
い

現
地
視
察
を
し
た
。

　
両
園
共
、
建
屋
の
老
朽

化
が
激
し
く
、
耐
震
化
に

も
問
題
が
あ
る
状
態
。
ま

た
中
に
保
管
さ
れ
て
い
る

資
料
、
備
品
、
備
蓄
品
も

適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な

い
状
態
で
あ
る
。
廃
園
に

合
わ
せ
て
早
急
に
整
理
、

処
分
を
す
べ
き
だ
と
考
え

る
。
　
草
木
保
育
園
は
、
園
庭

の
水
は
け
が
悪
く
、
短
時

間
の
大
雨
の
た
び
に
園
庭

の
半
分
が
プ
ー
ル
状
態
に

な
る
。
園
児
の
た
め
に
も

早
急
に
善
処
を
望
む
。

（
副
委
員
長  

廣
瀬 　
実
）

　
今
定
例
会
で
議
案
と
し

て
い
る
対
象
路
線
の
現
地

視
察
を
実
施
し
た
。

　
そ
の
理
由
は
、
道
路
は
、

国
が
路
線
の
指
定
を
行
う

か
、
自
治
体
が
路
線
の
認

定
を
行
っ
て
、
初
め
て
道

路
法
の
道
路
と
な
る
。
そ

し
て
自
治
体
（
阿
久
比

町
）
が
路
線
の
認
定
を
す

る
と
き
に
は
、
議
会
の
議

決
が
必
要
な
た
め
。
今
回

の
目
的
は
、
議
員
が
現
地

を
確
認
し
て
、
正
し
い
判

断
を
す
る
た
め
。

　
視
察
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

道
路
の
幅
員
・
境
界
確
認

の
他
、
町
が
行
う
公
示
の

項
目
（
路
線
名
、
起
点
、

終
点
、
重
要
な
経
過
地
な

ど
）
が
あ
る
。
現
地
で
は
、

資
料
に
な
い
開
発
地
と
隣

接
地
と
の
地
形
関
係
や
雨

水
の
排
水
系
統
な
ど
も
確

認
で
き
て
視
察
は
有
意
義

で
あ
っ
た
。

（
副
委
員
長  

鈴
村 

算
久
）

常任委員会 視察レポート

阿
久
比
町
道
路
線

の
認
定
及
び
廃
止

路
線
の
視
察

３
月
14
日

休
園
中
の
英
・
北

原
保
育
園
と
水
は

け
問
題
が
生
じ
て

い
る
草
木
保
育
園

を
視
察

３
月
18
日

総務
建設

文教
厚生

高川地区東新畑地区
職員から説明を受ける参加者

東新畑は
新居の建築ラッシュ中

一
般
的
な
認
定
〜
供
用
開
始
の
流
れ

早期に改修が待たれる草木保育園

老朽化が激しく、廃園する英保育園

道路の認定及び廃止について
場所・認定と廃止の路線数

①路線の認定

②区域の決定

③権 原 取 得

④工 事 施 工

⑤供 用 開 始

（所有権や使用権）

東新畑

卯坂字東新畑卯坂字東新畑
英比小英比小

スポーツ村スポーツ村

町役場町役場
阿久比字高川阿久比字高川
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視
察
研
修
で
は
、
導
入
ま
で
の

経
緯
、
行
政
と
の
調
整
、
費
用
や

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、
運
用
方
法

な
ど
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
た

こ
と
に
よ
り
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
に
よ
る
費
用
削
減
、
職
員
の

労
務
負
担
軽
減
、
膨
大
な
資
料

が
集
約
で
き
る
な
ど
大
き
な
効

果
を
得
て
い
る
。

●
災
害
時
な
ど
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が

可
能
と
な
る
よ
う
条
例
の
一
部

改
正
も
行
っ
て
い
る
。

　
視
察
研
修
を
終
え
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
常

任
委
員
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
作
り
早
期
導
入
を
目
指

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
議
会
運
営
委
員
長

　
瀧
塚 

政
明
）

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
早
期
本
格
運
用

及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
議

会
の
推
進
を
目
標
に
チ
ー
ム
を
結

成
し
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー　
　
　
竹
内　
卓
美

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー　
都
築　
清
子

　
　
　
　
　
　
　
伊
東　
輝
彦

　
　
　
　
　
　
　
大
村　
文
俊

　
　
　
　
　
　
　
竹
内　
啓
視

　
　
　
　
　
　
　
山
本　
恭
久

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

に
向
け
て
武
豊
町
議
会

を
視
察

研修の様子

軍手をはめて鶴を折る 講演の様子

講
演
会
に
参
加

　
当
日
は
、
講
師
４
名
、
議
員
12

名
、
ほ
か
事
務
局
、
町
職
員
、
社

協
職
員
を
合
わ
せ
て
合
計
27
名
の

参
加
で
し
た
。

　
前
半
は
、
発
達
障
が
い
に
つ
い

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

や
、
個
人
の
感
覚
な
ど
具
体
的
な

こ
と
を
学
び
、
一
人
ひ
と
り
が
違

う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
後
半
で
は
、
実
際
に
発
達
障
が

い
の
人
の
持
つ
特
性
や
感
覚
を
、

疑
似
体
験
を
通
し
て
学
び
ま
し

た
。
軍
手
を
は
め
て
、
折
り
紙
で

鶴
を
折
り
、
そ
の
不
自
由
さ
を
体

験
し
ま
し
た
。
ま
た
「
紙
い
っ
ぱ

い
に 

”ま
る
“
を
書
く
」
と
い
う

指
示
で 

”ま
る
“
を
書
い
た

の
で
す
が
、
大
き
な 

”○
“

を
書
い
た
り
、
た
く
さ
ん

の
”○
“
を
書
い
た
り
な

ど
、
と
ら
え
方
が
十
人
十

色
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　
今
回
、
発
達
障
が
い
は
困
っ
た

人
で
は
な
く
困
っ
て
い
る
人
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
こ
の
方
た
ち
を

理
解
す
る
こ
と
で
、
よ
り
個
性
の

あ
る
、
豊
か
な
社
会
を
創
っ
て
い

け
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

（
竹
内 

啓
視
）

阿
久
比
町
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

Ｂ
ｌ
ｏ
ｏ
ｍ

「
知
っ
て
ほ
し
い
な
、

 

発
達
障
が
い
の
こ
と
」

１月
から
3月町議会では
　 こんな活動をしました

1/30

２/９
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今議会では、３月７日㈭・８日㈮に、６名の議員が一般質問を行いました。
一般質問は、町政全般にわたって、執行機関（町側）に疑問点をただすものです。
事前に議長に通告した内容を、受付順に本会議場で質問します。
持ち時間は町側の答弁を含め１人60分です。
次のページから、本会議場での質疑の概要を１人１ページで、掲載しています。

ここが
聞きたい

にい み み き お

新美三喜雄

にい み か ず な

新美加寿奈

ページ 議員名 質問項目

つづき

都築　
きよ こ

清子
ひろ  せ

廣瀬　　
みのる

実

ページ 議員名 質問項目

12

13

14

15

16

17
１．文化財・民俗資料の保護と公開
２．町立公民館の利用のさらなる
活性化

１．認知症予防と対策

１．おひとり支援・終活支援
２．女性視点の防災と安全な避難
所運営

１．ホタル飛びかう、豊かな自然
を守る

２．カーボンニュートラルにむけて

１．路上・公園のゴミ撲滅
２．増やそう阿久比町のホタル

１．保育環境の見直し
２．自衛隊への個人情報提供

今回の傍聴人数 延べ 54人

町政を問う
一般質問

答弁者

各議員が質問した記事に関連するSDGsの
目標アイコンが掲載されています。

…町長　　　　…副町長　 　…総務部長　　 …民生部長　　 …建設経済部長　　 …教育部長

竹内　啓視
たけうち　　ひろ し

やまもと　　りょうすけ

山本　良輔
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知
多
半
島
に
あ
る
本
町
に

と
っ
て
能
登
半
島
で
起
き
た

地
震
は
人
ご
と
で
は
な
い
。

災
害
か
ら
受
け
る
影
響
や
男

女
の
ニ
ー
ズ
の
違
い
な
ど
配

慮
す
る
た
め
、
避
難
所
運
営

に
も
女
性
の
視
点
は
重
要
。

　
　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
性
暴
力
対
策
等
を
改
訂

予
定
。
そ
の
進
捗
状
況
。

　
　
　
　
　
男
女
共
同
参
画

の
視
点
や
、
性
暴
力
を
防
ぐ

た
め
の
安
全
対
策
な
ど
を
追

加
し
、
令
和
６
年
度
当
初
に

公
表
で
き
る
よ
う
進
め
て
い

る
。
　
　
各
地
域
の
防
災
会
に
も

リ
ー
ダ
的
に
女
性
参
画
が
必

要
。
　
　
　
　
　
各
地
区
の
防
災

会
役
員
と
し
て
女
性
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
各
地

区
に
促
す
。

　
　
女
性
視
点
を
活
か
し
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
は
。

　
　
　
　
　
女
性
消
防
団
員

な
ど
女
性
の
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
検
討
す
る
。

　
　
ア
グ
ナ
ビ
の
投
稿
機
能

を
、
防
災
ヘ
ル
プ
機
能
に
活

用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
機
能
追
加
は
現

時
点
で
は
技
術
的
に
で
き
な

い
。
写
真
投
稿
機
能
は
早
急

に
救
助
が
必
要
な
場
合
の
利

用
に
は
向
い
て
な
い
と
考
え

る
。
　
　
ア
グ
ピ
ー
フ
ラ
ッ
グ
が

必
要
な
時
に
使
用
で
き
る
よ

う
、
住
民
へ
再
周
知
が
必
要
。

　
　
　
　
　
迅
速
な
救
助
活

動
の
た
め
に
も
重
要
な
も
の

な
の
で
、
使
用
方
法
を
入
れ

た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も
の

を
、
広
報
等
で
再
周
知
す
る
。 　

高
齢
化
率
が
高
く
な
れ
ば
、

ひ
と
り
で
暮
ら
す
人
も
増
え

る
。
　
健
康
を
維
持
し
な
が
ら
安

心
し
た
環
境
で
生
活
で
き
る

こ
と
が
、
高
齢
化
社
会
の
重

要
な
点
で
あ
る
。
自
分
ら
し

く
歩
ん
で
い
く
た
め
に
自
身

の
終
活
を
考
え
る
こ
と
は
大

切
な
こ
と
で
あ
る
。

　
　
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
活
動
状
況
か

ら
「
お
ひ
と
り
」
世
帯
へ
の

対
応
。

　
　
　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
等
支
援
を
必
要
と
す
る
人

に
対
し
、
安
否
確
認
や
見
守

り
、
生
活
課
題
の
発
見
、
相

談
援
助
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

や
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
な

ど
を
行
う
。

　
　
身
寄
り
の
な
い
人
が
亡

く
な
っ
た
場
合
等
の
対
応
。

　
　
　
町
職
員
が
戸
籍
調
査

等
を
行
い
、
親
族
等
へ
遺
体

引
取
の
意
向
を
確
認
。

　
遺
体
の
引
取
先
が
見
つ
か

ら
な
い
場
合
は
、「
墓
地
、

埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
町
が
火
葬
の
手
続

き
を
行
う
。

　
　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

の
作
成
。

　
　
　
現
在
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
普

及
を
進
め
て
お
り
、
本
人
の

思
い
を
家
族
等
と
共
有
す
る

た
め
の
支
援
ツ
ー
ル
を
作
成

す
る
こ
と
で
、
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
と
変
わ
ら
な
い
も

の
と
な
る
。

　
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
普
及
・
推
進
と

合
わ
せ
て
一
般
に
公
開
し
て

い
く
。

　
　

生
き
が
い
教
室
講
座

「
終
活
講
座
」
の
内
容
と
参

加
者
の
反
応
。

　
　
　
相
続
・
遺
言
書
の
基

礎
知
識
な
ど
。
令
和
５
年
度

は
10
人
か
ら
20
人
に
増
や
し

22
人
参
加
。
多
く
の
質
問
が

あ
り
、
参
加
者
の
熱
心
さ
が

あ
っ
た
。

問

女性視点の防災と安全な避難所運営
地域の防災会に女性の参画を促す

答
町
長

問問

問

問

問 問

答
町
長

答
町
長

答
町
長

問答
町
長

お
ひ
と
り
支
援
と
終
活
支
援

Ａ
Ｃ
Ｐ
の
普
及
・
推
進
を
進
め
て
い
る

都築　清子 議員
（公明党）

つづき きよ こ

【CSW（コミュニティソーシャルワーカー）】
制度の狭間や複数の福祉課題を抱えるなど、
既存の福祉サービスだけでは対応困難な
事案の対応や、新たな支援の仕組みづくり
のための調整やコーディネートなどを行う
専門職。

【エンディングノート】
自分の人生の終末について記した
ノートで、万が一に備えて、家族や
友人に伝えておきたいことや自分
の希望などを書き留めておくもの。

【ACP】
アドバンス・ケア・プランニングの
略で、高齢者本人の思いに沿った
人生の終末が送れるよう、家族な
どの身近な人、医療・介護従事者
などが事前に繰り返し話し合う取
り組み。

答

答 問答答

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活を
確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を
包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを

用語解説

【新しい文字入り安否確認フラッグ】
紛失した場合は防災交通課で
購入可能（1枚300円）
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認知症有病率

年
齢
有
病
率

65～69

1.5％

70～74

3.6％

75～79

10.4％

80～84

22.4％

85～89

44.3％

90以上

64.2％

（資料：厚生労働省）

　
現
在
、
高
齢
化
社
会
の
中

で
、
認
知
症
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
が
、
今
の
と
こ

ろ
、
認
知
症
を
完
全
に
治
す

薬
や
治
療
法
は
確
立
さ
れ
て

お
ら
ず
、
若
い
頃
か
ら
の
健

康
づ
く
り
や
生
活
習
慣
病
の

予
防
が
重
要
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　
厚
生
労
働
省
の
デ
ー
タ
に

よ
れ
ば
、
認
知
症
の
発
症
リ

ス
ク
は
加
齢
で
あ
り
、
年
齢

と
と
も
に
発
症
率
が
高
ま
る

（
認
知
症
有
病
率
の
表
参
照
）。

　
昨
年
の
６
月
14
日
、
参
議

院
本
会
議
に
お
い
て
認
知
症

基
本
法
は
、「
可
決
・
成
立
」

と
な
っ
た
。

　
こ
の
法
律
が
で
き
た
こ
と

に
よ
り
、
こ
こ
か
ら
は
各
市

町
村
の
実
際
の
取
組
に
期
待

さ
れ
る
が
、
自
治
体
に
よ
っ

て
事
情
は
違
っ
て
く
る
の
で
、

「
わ
が
ま
ち
の
認
知
症
計
画
」

と
も
い
う
べ
き
も
の
が
必
要

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
認
知
症
は
他
の
病
気
と
違

い
、
周
囲
の
対
応
が
大
き
く

影
響
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
た
対
策
と
し
て
以
下

の
質
問
を
す
る
。

　
　
予
防
お
よ
び
早
期
発
見

の
た
め
の
対
策
。

　
　
　
予
防
対
策
と
し
て
、

フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
や
元
気

ア
ッ
プ
教
室
な
ど
を
開
催
し

て
い
る
。

　
早
期
発
見
と
し
て
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、

認
知
症
相
談
「
忘
れ
る
前

に
」、
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援
の
３

点
で
対
策
し
て
い
る
。

　
　
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
、

そ
の
評
価
と
課
題
と
解
決
策
。 　

　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
で
は
、
若
い
世
代

の
参
加
者
が
増
加
し
、
幅
広

い
世
代
へ
の
養
成
が
進
ん
で

い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

　
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
の
対
応
件
数
は
、
全
国

的
に
も
苦
戦
し
て
お
り
、
課

題
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

　
解
決
策
と
し
て
は
、
認
知

症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を

持
っ
た
方
を
増
や
し
、
地
域

の
見
守
り
の
目
を
強
化
し
、

早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
繋

げ
て
い
く
。

　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
の

活
躍
の
場
。

　
　
　
受
講
後
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
し
、
実

践
の
取
り
組
み
と
し
て
、
近

隣
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が

チ
ー
ム
を
組
み
、
認
知
症
の

人
や
家
族
に
対
す
る
生
活
面

の
早
期
か
ら
の
支
援
等
を
行

う
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
の

活
動
を
地
域
と
連
携
し
て
推

進
し
て
い
く
。

　
　
関
係
団
体
や
企
業
と
の

連
携
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
に
、
連
携

協
定
を
結
ん
だ
企
業
と
の
共

催
に
よ
り
認
知
症
に
関
す
る

特
別
講
演
会
等
を
開
催
し
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
提
供
も
受

け
る
な
ど
し
た
。

　
民
間
の
介
護
事
業
所
と
は
、

所
属
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ

ん
に
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
を
依
頼
し
活
動
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
ほ
か
、
送
迎
や

見
守
り
等
多
く
の
企
業
と
連

携
し
、
高
齢
者
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

　
　
認
知
症
対
策
は
社
会
全

体
で
の
取
組
が
必
要
と
考
え

る
が
、
広
く
社
会
に
Ｐ
Ｒ
し
、

認
識
し
て
も
ら
う
方
法
。

　
　
　
「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」

を
作
成
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
開
す
る
等
し
て
い
る
。

　
認
知
症
月
間
で
あ
る
９
月

に
は
、
広
報
あ
ぐ
い
で
の
特

集
ペ
ー
ジ
や
町
立
図
書
館
に

特
集
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る

な
ど
、
重
点
的
に
啓
発
を
行

っ
て
い
る
。

　
愛
知
県
認
知
症
希
望
大
使

の
方
を
講
師
に
招
い
た
講
演

会
は
、
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

問答問

答問答

問答

問答

認知症予防と対策
フレイル予防やサポーター養成講座等で対応

竹内　啓視 議員
（幸福実現党）

たけうち ひろ し

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活を
確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
カ
ー
ド

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
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文
化
財
と
は
、
長
い
歴
史

の
中
で
生
ま
れ
、
先
祖
に
よ

っ
て
今
日
ま
で
守
り
伝
え
ら

れ
て
き
た
古
い
建
物
・
技

術
・
生
活
の
習
わ
し
な
ど
を

指
す
。
こ
れ
ら
文
化
財
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
心
を
豊

か
に
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ

り
、
先
祖
が
残
し
て
く
れ
た

財
産
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち

に
確
実
に
受
け
継
い
で
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
町
に
つ
い
て
も
「
阿
久
比

町
文
化
財
保
護
条
例
」
に
基

づ
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
民
俗
資
料
と
は
、

民
俗
学
の
基
本
と
な
る
資
料

で
、
風
俗
・
習
慣
・
伝
説
・

歌
謡
・
生
活
用
具
・
家
屋
な

ど
古
く
か
ら
民
間
で
伝
承
さ

れ
て
き
た
資
料
で
一
部
は
民

俗
文
化
財
で
後
世
に
伝
え
る

べ
き
も
の
と
し
て
保
護
し
て

い
る
。

　
　
文
化
財
調
査
委
員
会
の

役
割
と
機
能
。

　
　
　
調
査
委
員
は
４
名
で

埋
蔵
文
化
財
研
究
会
員
７
名

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
町
教

育
委
員
会
の
諮
問
等
に
応
じ
、

意
見
を
述
べ
る
。
町
指
定
文

化
財
の
登
録
に
係
る
助
言
、

町
内
の
文
化
財
の
保
護
・
活

用
に
関
す
る
調
査
、
研
究
を

行
う
。

　
　
文
化
財
・
民
俗
資
料
の

保
護
の
現
状
。

　
　
　
阿
久
比
町
文
化
財
保

護
条
例
に
基
づ
き
27
件
を
町

指
定
し
、
各
所
有
者
や
管
理

責
任
者
が
適
切
に
管
理
し
て

い
る
。
文
化
財
以
外
の
も
の

は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ス
丸
山
駐
車

場
南
側
に
あ
る
民
俗
資
料
庫

で
保
管
し
て
い
る
。

　
　
町
文
化
財
で
あ
る
阿
久

比
谷　

　
　
　
　

 

つ
け
た
り　
　

虫
供
養
付
掛
軸
４
幅
の

補
修
と
は
。

　
　
　
４
幅
に
つ
い
て
愛
知

県
文
化
財
保
護
指
導
委
員
よ

り
、
経
年
劣
化
に
よ
る
状
態

悪
化
の
指
摘
と
早
急
な
修
復

実
施
を
求
め
る
問
題
提
起
が

あ
っ
た
。
掛
軸
は
12
地
区
か

ら
な
る
虫
供
養
保
存
会
の
所

有
で
あ
る
こ
と
か
ら
修
繕
の

実
施
、
費
用
負
担
面
で
全
地

区
の
総
意
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
、
保
存
会
に
意
見
を
聴

取
し
て
お
り
、
永
続
的
に
保

存
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

　
　
本
町
の
財
産
で
あ
る
文

化
財
・
民
俗
資
料
の
町
民
へ

の
公
開
の
あ
り
方
。

　
　
　
常
時
ご
覧
い
た
だ
け

る
文
化
財
の
他
、
山
車
や
虫

供
養
付
掛
軸
な
ど
公
開
の
時

期
が
限
ら
れ
て
い
る
も
の
が

あ
る
。
公
開
の
機
会
が
な
い

文
化
財
に
つ
い
て
は
所
有
者

に
伺
い
、
何
ら
か
の
形
で
公

開
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

民
俗
資
料
庫
に
あ
る
民
俗
文

化
財
は
、
希
望
が
あ
っ
た
時

や
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
一
般

公
開
し
て
い
る
。

　
町
及
び
地
区
の
活
性
化
を

図
る
た
め
の
地
区
公
民
館
の

活
用
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
よ
り
良
い
制
度
の
見
直

し
を
考
え
る
。

　
　
中
央
公
民
館
と
町
立
地

区
公
民
館
の
利
用
の
す
み
わ

け
。
　
　
　
中
央
公
民
館
は
、
町

民
全
体
活
動
拠
点
と
し
て
町

民
の
自
主
的
な
活
動
を
主
体

と
し
た
生
涯
学
習
活
動
を
支

援
す
る
。
地
区
公
民
館
は
住

民
同
士
の
交
流
な
ど
気
軽
に

集
え
る
施
設
と
し
て
い
る
。

　
　
各
公
民
館
の
利
用
の
バ

ラ
ツ
キ
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
施
設
に
よ
り
規
模
な

ど
が
異
な
り
、
運
用
方
法
に

つ
い
て
も
指
定
管
理
者
の
考

え
も
あ
る
た
め
バ
ラ
ツ
キ
は

起
こ
り
得
る
。
中
央
公
民
館

担
当
職
員
と
地
区
で
地
区
公

民
館
の
こ
れ
か
ら
の
在
り
方

を
一
緒
に
考
え
、
利
用
し
や

す
い
地
区
公
民
館
の
構
築
に

努
め
る
。

　
　
特
定
災
害
に
よ
る
公
民

館
補
修
費
の
補
助
制
度
。

　
　
　
特
定
災
害
に
特
化
し

た
補
助
制
度
は
現
在
な
い
。

現
制
度
の
「
阿
久
比
町
立
施

設
大
規
模
修
繕
等
実
施
要

綱
」
を
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

問

文化財・民俗資料の保護と公開
全ての文化財に触れる機会を検討する

答

問答問答

問答

問答問答

問答

町
立
公
民
館
の
利
用
の

　
　
　
さ
ら
な
る
活
用

地
区
公
民
館
の
こ
れ
か
ら
の

　
　
　
　

 

在
り
方
を
検
討
す
る

中
央
公
民
館　
２
階

埋
蔵
文
化
財
展
示
室

新美三喜雄 議員
（新済会）

にい み み き お

全ての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提
供し、生涯学習の機会を促進する

質の高い教育をみんなに 14



　
昨
年
12
月
に
、
４
つ
の
小

学
校
と
阿
中
の
参
画
で
「
子

ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ

れ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
と
し

て
「
よ
り
き
れ
い
な
ゴ
ミ
の

な
い
阿
久
比
町
を
〜
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
一
人
ひ
と
り
が

協
力
し
て
明
る
い
ま
ち
を
目

指
そ
う
〜
」
が
採
択
さ
れ
、

子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
が
閉
会
し

た
。
　
家
庭
ゴ
ミ
は
減
っ
て
き
て

い
る
が
、
子
ど
も
達
が
気
に

か
け
て
い
る
の
は
、
毎
日
通

っ
て
い
る
通
学
路
や
公
園
の

ゴ
ミ
で
あ
る
。

　
　
よ
り
き
れ
い
な
阿
久
比

町
に
す
る
た
め
に
、
町
と
し

て
の
新
た
な
施
策
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
ゴ
ミ
を
捨
て
な

い
社
会
道
徳
感
を
持
っ
て
ゴ

ミ
ゼ
ロ
運
動
を
実
施
し
て
い

る
。
き
れ
い
な
ま
ち
に
す
る

た
め
に
も
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

な
ど
の
町
主
催
の
事
業
だ
け

で
な
く
、
地
域
が
主
体
と
な

っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が

活
性
化
す
る
こ
と
で
、
地
域

へ
の
愛
着
が
増
え
、
モ
ラ
ル

の
向
上
に
繋
が
り
、
住
み
よ

い
き
れ
い
な
ま
ち
に
変
わ
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。 　

　
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
を
ど
う
生
か
し

て
い
く
か
。

　
　
　
　
　
現
在
の
と
こ
ろ
、

児
童
生
徒
各
小
中
学
校
か
ら
、

町
に
具
体
的
提
言
は
な
い
が
、

町
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
情
報
発
信

が
着
実
に
小
中
学
校
児
童
生

徒
に
も
伝
わ
り
、
意
識
向
上

や
実
践
力
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
ゴ

ミ
問
題
に
限
ら
ず
環
境
問
題

全
般
に
渡
り
、
町
民
一
人
ひ

と
り
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
大
切

さ
を
認
識
し
て
も
ら
う
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
。

　
町
民
憲
章
に
「
ホ
タ
ル
飛

び
か
う　
豊
か
な
自
然
を
守

り
ま
す
」
と
あ
る
。
そ
れ
が

近
年
原
因
不
明
で
、
数
が
激

減
し
て
い
る
。
今
年
６
月
に

は
「
全
国
ほ
た
る
の
ま
ち
交

流
会
」
が
阿
久
比
町
で
開
催

さ
れ
る
が
、
今
年
の
ホ
タ
ル

鑑
賞
会
自
体
が
心
配
さ
れ
る

状
態
で
あ
る
。
１
年
前
に
発

行
さ
れ
た
調
査
研
究
報
告
に
、

原
因
を
解
明
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
原
因
解
明
に
何
ら
か
の

進
捗
は
あ
っ
た
か
。

　
　
　
「
日
本
ホ
タ
ル
の
会
」

に
聞
い
た
が
、
よ
く
分
か
ら

な
い
と
の
回
答
で
、
現
時
点

で
原
因
解
明
や
症
状
改
善
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

　
　
白
沢
ホ
タ
ル
の
会
も
高

齢
化
に
な
り
、
会
の
存
続
自

体
も
長
く
な
い
状
況
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
会
の
存
続

を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
白
沢
ホ
タ
ル
の
会
に

限
ら
ず
、
町
の
補
助
団
体
が

高
齢
化
に
よ
り
事
業
活
動
が

困
難
な
こ
と
は
、
大
変
残
念

で
危
機
的
な
事
だ
と
思
う
。

町
と
し
て
特
定
の
団
体
を
全

面
的
に
支
援
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
可
能
な
限
り
協

力
し
た
い
。

問

答

答
副
町
長

問

問

答 問

答
副
町
長

路上・公園のゴミ撲滅
町民一人ひとりの意識を高める

増
や
そ
う
阿
久
比
町
の
ホ
タ
ル

減
少
の
原
因
判
ら
ず

町
制
70
周
年　
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト

養殖ホタルの様子

廣瀬　実 議員
（志雄会）

ひろ せ みのる

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを 陸の豊かさも守ろう
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持
続可能な森林の経営、砂漠化の対処、ならびに土地の
劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する
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75
年
以
上
変
わ
ら
な
か
っ

た
国
の
保
育
士
の
配
置
基
準

が
よ
う
や
く
改
善
さ
れ
る
。

４
、
５
歳
児
職
員
配
置
基
準

が
30
対
１
か
ら
25
対
１
に
、

３
歳
児
に
つ
い
て
も
15
対
１

に
改
正
さ
れ
る
。

  
①
保
育
士
の
配
置
基
準

　
　
配
置
基
準
の
変
更
に
伴

い
、
町
内
の
保
育
園
で
は
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。

　
　
　
町
立
園
で
は
、
令
和

６
年
４
月
入
所
の
ク
ラ
ス
編

成
・
保
育
士
の
配
置
は
、
改

正
後
の
基
準
に
合
わ
せ
て
適

切
に
進
め
、
新
年
度
の
ク
ラ

ス
担
任
は
全
て
正
規
職
員
を

配
置
予
定
で
あ
る
。

　
私
立
園
に
は
、
国
の
基
準

に
適
合
す
る
よ
う
指
導
し
、

補
助
制
度
を
活
用
し
て
支
援

し
て
い
く
。

　
　
町
内
の
保
育
士
の
仕
事

の
負
担
軽
減
策
や
処
遇
改
善

策
は
。

　
　
　
町
立
園
で
は
、
休
憩

対
応
な
ど
の
会
計
年
度
任
用

職
員
の
配
置
や
業
務
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
、
若
手
保
育
士
に
対
す

る
巡
回
支
援
を
通
じ
、
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　
保
育
士
の
処
遇
は
、
町
立

園
で
は
一
般
行
政
職
と
同
じ

で
、
私
立
園
に
は
各
種
補
助

制
度
を
適
切
に
活
用
し
、
処

遇
改
善
に
向
け
た
支
援
策
を

実
施
し
て
い
る
。

  

②
障
害
児
保
育
の
拡
充

　
　
発
達
に
支
援
の
必
要
な

子
ど
も
達
へ
の
阿
久
比
町
独

自
の
保
育
士
の
加
配
は
あ
る

か
。
　
　
　
支
援
が
必
要
な
子
の

状
況
な
ど
、
園
全
体
を
見
て
、

必
要
と
思
わ
れ
る
障
が
い
加

配
保
育
士
を
適
切
に
配
置
し

て
い
る
。

　
　
児
童
発
達
支
援
事
業
所

「
て
く
て
く
」
に
通
う
子
ど

も
達
と
保
護
者
が
「
一
日
離

れ
て
過
ご
す
単
独
ク
ラ
ス
」

を
作
る
考
え
は
。

　
　
　
一
日
単
独
ク
ラ
ス
の

設
置
は
、
施
設
や
人
材
、
収

支
の
面
か
ら
簡
単
で
は
な
い
。

　
一
日
預
か
る
日
を
設
け
る

な
ど
、
現
在
の
体
制
で
で
き

る
こ
と
を
進
め
て
い
く
。

　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
に
て
、
発
達

に
凸
凹
の
あ
る
子
ど
も
の
家

庭
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、

預
か
り
等
の
援
助
は
可
能
か
。

　
　
　
預
か
り
等
は
、
依
頼

会
員
と
援
助
会
員
の
マ
ッ
チ

ン
グ
に
よ
り
実
施
し
て
お
り
、

援
助
会
員
と
の
調
整
が
で
き

れ
ば
実
施
で
き
る
。

　
自
衛
隊
・
防
衛
省
か
ら
の

「
自
衛
官
募
集
対
象
者
情
報
」

の
提
供
依
頼
に
対
す
る
本
町

の
業
務
の
あ
り
方
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
令
和
５
年
度
は
、
18
歳

及
び
22
歳
の
計
４
７
１
人
分

を
「
募
集
対
象
者
情
報
を
紙

で
作
成
し
て
提
供
し
て
い

る
」
と
の
回
答
だ
っ
た
が
、

紙
面
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ

た
時
期
と
経
緯
は
。

　
　
　
時
期
は
令
和
３
年
度

か
ら
で
、
経
緯
は
防
衛
大
臣

か
ら
町
長
宛
に
発
出
さ
れ
た

依
頼
文
で
、
紙
媒
体
ま
た
は

電
子
媒
体
で
の
提
供
を
求
め

ら
れ
た
こ
と
か
ら
。

　
　
対
象
者
か
ら
、
個
人
情

報
提
供
の
「
除
外
申
請
」
は

受
け
付
け
て
い
る
か
。

　
　
　
本
人
な
ど
が
手
続
き

を
す
る
こ
と
で
除
外
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
広
く
周
知

を
し
て
い
な
い
た
め
、
今
後

「
除
外
申
請
」
の
手
続
き
に

つ
い
て
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
周
知
す

る
。

問

子どもたちにもう一人保育士を！
基準に合わせた適切な配置を進める

答

答

答

問答

問答問

問

問

答

問答

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提
供

今
後
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
周
知
す
る

3歳児15人に対して1人、
4、5歳児は25人に対して1人以上の保育士が

配置されることとなる。

実
際
に
届
け
ら
れ
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
一
部

新美加寿奈 議員
（JCPあぐい）

にい み か ず な

あらゆる年齢のすべての人々のけんこうてきな生活を
確保し、福祉を促進する

すべての人に健康と福祉を
包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居
住を実現する

住み続けられるまちづくりを 16



　
こ
こ
数
年
、
ホ
タ
ル
の
生

息
域
が
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て

い
る
。
近
い
将
来
、
ホ
タ
ル

が
飛
び
か
う
姿
が
見
ら
れ
な

く
な
る
日
が
来
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
　
過
去
の
答
弁
で
は
、
自

然
保
護
の
啓
発
を
お
こ
な
っ

て
い
く
と
い
う
要
旨
で
あ
っ

た
。
啓
発
だ
け
で
現
状
の
ホ

タ
ル
生
息
域
の
減
少
が
止
ま

る
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
生
息
分
布
調
査
で
、

年
々
生
息
域
の
減
少
が
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
啓
発
だ
け

で
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
ホ
タ
ル
飛
び
か
う
豊
か

な
自
然
を
観
光
の
目
玉
と
す

る
こ
と
へ
の
見
解
。

　
　
　
生
活
環
境
の
充
実
や

経
済
活
動
も
必
要
で
あ
り
、

自
然
の
中
で
野
生
の
ホ
タ
ル

を
増
や
す
こ
と
は
、
容
易
で

は
な
い
た
め
、
観
光
の
目
玉

と
す
る
こ
と
は
、
困
難
だ
と

考
え
る
。

　
政
府
は
、
２
０
３
０
年
度

に
お
い
て
、
温
室
効
果
ガ
ス

46
％
の
削
減
を
目
指
す
と
表

明
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
む
け
て
は
、
地
域

社
会
全
体
で
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
　
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
宣
言
」
を
行
い
、
積
極
的

に
進
め
て
い
く
考
え
。

　
　
　
　
　
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
行
う
こ

と
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
　
２
０
３
０
年
の
削
減
目

標
の
中
で
も
と
り
わ
け
、
削

減
率
の
高
い
66
％
の
家
庭
部

門
、
51
％
の
業
務
そ
の
他
部

門
は
簡
単
な
削
減
目
標
で
は

な
い
。
建
物
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
大
き
く
減
ら

す
た
め
に
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ゼ
ッ

チ
）
や
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
ゼ
ブ
）の

普
及
が
カ
ギ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
住
宅
や
ビ
ル

の
建
設
に
対
し
て
指
導
や
支

援
策
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
経
済
産
業
省
や

環
境
省
に
よ
る
国
の
補
助
制

度
が
あ
る
。

　
県
の
補
助
制
度
は
利
用
し

て
い
な
い
が
、
今
後
は
、
事

業
推
進
の
た
め
、
検
討
し
て

い
く
。

問

問

問

答問答

答
町
長

答
町
長

ホタル飛びかう、豊かな自然を守る
野生のホタルを守ることは容易ではない

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
む
け
て

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
前
向
き
に
検
討

平
成
23
年　
ホ
タ
ル
生
息
域

平
成
28
年　
ホ
タ
ル
生
息
域

令
和
３
年　
ホ
タ
ル
生
息
域

山本　良輔 議員
（新風会）

やまもと りょうすけ

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を
講じる

気候変動に具体的な対策を 陸の豊かさも守ろう
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持
続可能な森林の経営、砂漠化の対処、ならびに土地の
劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する

【ZEH（ゼッチ）】
net Zero Energy House（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）の略語
で、「エネルギー収支を実質ゼロ以下にする家」という意味になる。

【ZEB（ゼブ）】
net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略称で、
快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する年間の一次エネルギー
の収支をゼロにすることを目指した建物のこと。

用語解説
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　中村仁議員の議会の品位と名誉を損なう行為について、政治倫理審査請求書が提
出されました。
　審査会においては、審査請求者から請求内容を確認し、審査対象議員には弁明の
機会を与え、事情聴取を行い、事案の内容を精査したうえで、政治倫理に抵触する
事項について慎重に審査を行いました。
　これらを審査した結果、審査対象議員である中村仁議員のSNS上での、相手方へ
の誹謗中傷発言がありました。また、SNS上に書き込みや発言を行ったことに対
し、阿久比町ホームページの「お問い合わせフォーム」「ご意見」に14件の投稿の
ほか、総務部総務課人事秘書係と議会事務局に対し電話が入ったことで、通常業務
に支障をきたしました。これらは、議会の品位と名誉を損なう行為であり、阿久比
町議会議員の政治倫理に関する条例第３条第４号（政治倫理基準）に抵触している
との見解で全会一致しました。
　以上により、同条例第15条第４項の規定に基づき、審査会が必要と認める対象議
員への措置として、「公開の議場における陳謝」及び「議会だよりに謝罪文を掲載
すること」を勧告することと決定しました。
　上記の勧告を受け、３月22日開催の本会議において中村仁議員が陳謝しました。
謝罪文は次のとおりです。

　この度は、私のSNSでの不適切な発言で、議会・町当局の皆様にご迷

惑をおかけしたことを、心よりお詫び申し上げます。

　今後は、議員としての自覚、責任を持ち、SNS利用に際し細心の注意

をしてまいります。また、社会規範を遵守し、町民の皆様に恥じること

のないよう議員としての品位の保持に努めて参ります。

　大変申し訳ございませんでした。

経　　過

謝　罪　文

政治倫理審査会報告
中村仁議員の政治倫理基準遵守義務違反

阿久比町議会議員　中村　仁
令和６年３月22日
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地域の拠点となる体育館の建設。

議会だより第182号（令和元年8月1日）掲載

体育館建設は、予算もかかり、体育館のあり方
を慎重に検討することとした。

当面は、交流センター多目的体育
室を利用しながら「体育館建設を
考える町民会議」で頂いたご意見
を参考にし、今後も体育館のあり
方について調査・研究を進める。

宣言に向けた取り組みとして、
「地球温暖化対策地方公共団体
実行計画・事務事業編」を策定
し、温室効果ガス削減に努め、
「あいち脱炭素経営支援プラット
フォーム」に参画し、先進的な事
業を学び、施策を研究している。
「ゼロカーボンシティ宣言」を行う
ことを前向きに検討する。

中学校の生徒、保護者、教員から
制服を見直したいという機運の
盛り上がりは今のところない。実
用的な観点から、制服登校の指
定日を除き、年間を通して登下校
と授業時にはジャージの着用を
認めているため、生徒はほぼ毎
日ジャージで生活している。トラ
ンスジェンダーへの配慮は個別
の事案に応じて対応している。

ハンドブック型の「おくやみ手続
き案内」を作成し、窓口での配布
及び町ホームページへの掲載を
行っている。

「おくやみ手続きハンドブック」の作成
はどうか。

議会だより第191号（令和3年11月1日）掲載

現在の「手続き一覧表」をさらにわかりやすい
ハンドブックの形に改良する。

トランスジェンダーへの配慮が必要なだけ
でなく、実用的な観点からも制服の見直し
を考える時期が来ているのではないか。

議会だより第191号（令和3年11月1日）掲載

生徒、保護者、教員の考えが概ね一致した上
で、制服は見直すべきだと考える。様々な考え
があるので、中学校と協議しながら進める。

「ゼロカーボンシティ」の宣言と、カーボン
ニュートラルに向けた取り組みへの見解。

議会だより第193号（令和4年5月1日）掲載

低炭素・循環型社会の構築や再生可能エネ
ルギーの導入推進、森林等の吸収源対策な
ど、どのような施策でゼロカーボンを目指
すことができるのかを国内の宣言状況や取
り組み内容を調査研究し、検討する。

04

03

02

01

追跡
レポート どうなった！どうなった！あの答弁はあの答弁は

現在は

現在は

現在は

現在は
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災害時や緊急時は「いのちを守る情報」を平常時は「暮らしの情報」や「イベント情報」など
をお使いのスマートフォンにお届けします。スマートフォン版アプリを利用するには専用アプリ
「ライフビジョン」をインストールして初期設定を行う必要があります。

阿久比町の安全・安心をお届けする「アプリ」阿久比町の安全・安心をお届けする「アプリ」

あぐい防災・行政ナビあぐい防災・行政ナビ「　　　　　 （アグナビ）」AguNavi

傍聴席へどうぞ
次の定例会は
６月５日㈬開会
※午前10：00～開催予定で
す。日程は変更になる場合
があります。詳しくは阿久比
町ホームページの議会事務
局お知らせをご覧ください。

　宮津地区の氏神様である「熱田社」は、日本武尊を御祭神とする神社です。日本武尊の東征に
従った丸氏が奉祀し、天文20年（1551年）久松松平家の道定が坂部城の城主となると、武運祈
願の御宮として

そんすう

尊崇されたと伝えられています。
　この熱田社には、奉納札から、第11代将軍徳川家斉の子女が無事産まれたことを祝って贈られ、
幕府御番医師：小島昌流が拝領し、文化4年（1807）4月、熱田社に奉納されております。奉納
品は、

あおいもんつき さ ぎちょう は ご いた

葵紋付左義長羽子板（※1）、葵紋付
えびら

箙（※2）、破魔弓、破魔矢の品々で、学芸員の方から、こ
れらは大変歴史的価値の高いものであることが推察されるとのことです。
　ただ近年、経年劣化もひどく、温度・湿度管理等より適切な場所で保管したい、もっと多くの
方々にご覧頂けるようにしたいと、歴代氏子責任役員で協議の結果、町教育委員会からのご助言
もいただき、名古屋城西の丸御蔵城宝館に寄贈することに致しました。

　幸いにも、昨年末から令和6年2月末まで開催された名
古屋城西の丸御蔵城宝館の企画展「家康の謎　名古屋城
本丸御殿の黒木書院」にて、この熱田社寄贈品が新春特
別公開として展示され、阿久比町民の方々をはじめ広く
多くの方々にご観覧頂く事が出来ました。
　お近くにお越しの際には、是非宮津熱田社へご参拝頂
き、歴史を感じて頂けると幸いです。

氏子総代責任役員　新美 政博　

皆様からの議会へのご意見や
要望、町民の声の原稿等を
募集しています。
応募は議会事務局まで。
電話 0569-48-1111（内線1401）

FAX 0569-48-1711
E-mail : gikai＠town.agui.lg.jp

　令和6年元日の能登半島地震によりお亡くなりになられた
方々、さらに被災された皆さまに心からお悔やみとお見舞いを申
し上げます。また被災者の救済とその復興支援のために尽力さ
れている方々に、深く敬意を表します。阿久比町議会議員として
も、互助会からささやかな義援金を送り、その日常を早く取り戻
せるように応援しています。
　さて、この議会だよりは、より親しまれる情報誌に生まれ変わ
るよう、昨年から全編集委員が知恵を出し合っています。双方向
の意見交換につながる新しいことを探して悪戦苦闘しながらも、
読みやすくわかりやすい内容に変えようとしています。
　お手元に届きましたら、ご感想・ご意見を、お聞かせいただけ
れば幸いです。 （鈴村　算久）

編 集 後 記

委 員 長／新美三喜雄
委　　員／鈴村　算久
委　　員／新美加寿奈

副委員長／山本　良輔
委　　員／竹内　啓視
委　　員／廣瀬　　実

議会だより編集特別委員会

町 民 の 声町 民 の 声
宮津熱田社に伝わる徳川家ゆかりの御宝物

葵
紋
付
左
義
長
羽
子
板
の
表
面
・
裏
面

（※1）左義長羽子板：装飾用の羽子板で表は貴人たち、裏には正月飾りを
燃やす新春の儀式「左義長」を描いたもの

（※2）箙：矢を入れて肩や腰にかけ携帯する容器
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